

























































































































認 知 領 域 情 意 領 域 精神運動領域
想　　　　起
解　　　　釈
問 題 解 決
受  入  れ
反　　　　応

























































































































































































































































































































を 理 解 し
な け れ ば
伝 わ ら な
い と 考 え
る
・ピアエデュ
ケ ー シ ョ
ン を 達 成
さ せ る た
め に プ ロ
グ ラ ム を
工夫する
・高校生の現
実 に 合 っ
た 避 妊 方





の 意 見 を
聞 き そ れ
ぞ れ 考 え
方 が 違 う
こ と が 分
かる
・自分にでき
る 事 に 気
づ き 自 信
になる
・他人の意見
を 聞 き 自
分 の 意 見
を 見 つ め
直す
・自分らしさ
と は 何 か
を 自 覚 す
る
・（多様な価
値 観 を 知
り）他人の





を 明 確 に
伝える
・実習でク
ロ ー ズ ク
エ ス チ ョ
ン や パ ラ
フ レ ー ズ
を 使 用 し










る こ と の
難 し さ を
知る
・人を尊重す
る こ と は
大 切 で あ
る と 感 じ
る
・自分が人か
ら 必 要 と
さ れ て い





事 で 自 分







促 せ る よ
うに聴く
・相手の反応
に 合 わ せ
て 対 応 を
する
・実習で患者
さ ん に 対
して傾聴・
共 感 な ど
向 き 合 う








を 持 つ こ
と が 大 切
だ と 理 解
する
・性について
自 分 で 考
え て 行 動
する
・命はかけが
え の な い
も の と 思
う
・命の大切さ
を 実 感 す
る
・多くの人に
伝 え た い
気 持 ち が
強くなる
・仲間と性に
つ い て 何
で も 話 が
できる
・自分・相手







知 識 が 増
える
・生徒の現状
を み て 今
の 高 校 生
に 必 要 な
こ と を 認
識する
・講座の内容
や 何 を 伝
え た い の
か 話 し 合
う
・性について
自 分 の 意
見を持つ
・友人に正し
い 知 識 を
広める
・自分と違う
考 え を 受
け入れる
・性を身近な
も の 考 え
る
・人それぞれ
価 値 観 が
違 う の を
素 直 に 受
け止める
・自分の嫌い
な 部 分 も
受 け 入 れ
る
・社会貢献し
た い と 思




が 相 手 に
与 え る 影
響 を 意 識
できる
・偏見を持ち
に く く な
る
・友達の意見
を じ っ く
り と 聞 け
る よ う に
なる
・積極的傾聴
な ど の ス
キ ル を 使
う
・ピア活動で
意 見 を 纏
められる
・カウンセリ 
ン グ 時 に
相 手 の 自
己 決 定 を
導 き 出 す
よ う に 聴
く
・相手の気持
ち を 受 入
れ 相 手 の
問 題 解 決
能力・自己
決 定 を 引
き 出 す こ
と が で き








性 が 分 か
る
・プログラム
の 工 夫 が
必 要 で あ
る と 考 え
る
・自分をみつ
め ら れ る
よ う に な
る
・性に関する
話 に 抵 抗
が な く な
る
・人それぞれ
い ろ い ろ
な 考 え が
あ っ て 良
い と 思 え
る
・相手の言葉
の 裏 に あ
る 気 持 ち
を 考 え る
よ う に な
る
・自分に足り
な か っ た
こ と が 分
か る よ う
になる
・自分の気持
ち を オ ー
プ ン に で
きる
・自己決定の
尊 重 を す
る
・見た目で判
断 し な い
よ う な 自





が と れ ず
う ま く コ
ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ
ン が と れ
ない
・沈黙は相手
が 考 え て
い る 時 間
だ と 気 づ
き 待 つ よ
うになる
・友達と話し
て い る 時
に 聞 く 姿
勢をとる
・日常生活で
よ く 頷 い


















































































み」20），②「Looking back on the action（行為の
振り返り）」では「うまくコミュニケーションが
とれない」20）と活動した仲間とともに振り返り














































































8） 厚 生 労 働 省：「 健 や か 親 子 21」 概
要 － 母 子 保 健 の 平 成 26 年 ま で の 国
























15）上田 伊佐子， 高木 彩， 川西 千恵美：性のピ
アエデュケーションにエデュケータとして参
加した看護学生の体験と自己肯定意識の変化，
JNI: The Journal of Nursing Investigation，9（2），
1-8，2011






























Literature research on the effect of adolescent peer counseling 
and peer education activities experience on peer counselors
Misato HATAKEYAMA1), Kyoko SASANO2), Tomomi HASEGAWA 2)
 1) Toyamaken Saiseikai Takaoka Hospital 
 2) Department of Maternity Nursing Graduate School of Medicine and 
      Pharmaceutical Sciences, University of Toyama
Abstract
　The purpose of this study was to describe how peer counselors are influenced by pubertal peer 
counseling or peer educational intervention, which was introduced in Japan in the 1990s.  The key 
words are peer counselor, peer education, peer support, and puberty.  As of 2016, these words were 
found in 55 studies in Medical Central Magazine database. Of these, seven were qualitative studies 
analyzing the educational influence of peer counselors.  This literature was classified into three primary 
domains and three levels of Bloom’s Taxonomy, developed by the Medical Education Development Center 
of the University of Illinois: (1) cognitive domain (recollecting, understanding, and problem-solving), (2) 
affective domain (accepting, reacting, and internalizing situations), and (3) psychomotor domain (imitating, 
control, and automating movements).  While only one intervention model covered two domains, it did 
not achieve a high level (problem-solving, internalizing situation, au-tomating movements). On the other 
hand, most studies having more than two intervention models covered three domains and achieved a 
high level.  One can infer from the above that knowledge, sense of values, and skills of peer counselors 
were influenced by interventions, and these effects led to an advanced practical experience.
Keywords
Puberty, peer counseling,  documents study
